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日本頭痛学会「慢性頭痛の診療ガイドライン 市民版」
作成小委員会（委員長 立岡良久先生）編集による『慢性
頭痛の診療ガイドライン 市民版』が医学書院より上梓
された．これは同学会と日本神経学会が共同でまとめ
た，頭痛診療医向けの『慢性頭痛の診療ガイドライン
2013』を患者向けに要約・編集したもので，本来の出
版目的は患者への啓発用にということであろう．この
目的には大変有用であり，患者が個人で読み，理解す
るには役立つであろうし，さらに診察室内での説明用，
待合室に備えつけとしても使える本である．しかし，
あらためて読ませていただくと，患者のみならず，頭
痛診療を見直し，スキルアップを考えている非専門医
にも役立つ内容にもなっており，この点の活用も十分
重要と思われ，患者・医師両者に向けてご推薦したい
と思い筆を執った．
本書の特徴は第一に記述が簡潔で簡単明瞭である．

テーマに対する答えが短く，時間がない時も一瞥する
だけで答えが得られる．第二にはサイドメモが充実し
ている．ここで頭痛のバリエーションやさらなる情報
の入手先がわかる．第三にあくまでも質問から出発し
ている構成になっていることである．医師であれば，
すぐに読了できる量と内容である．第四に『慢性頭痛
の診療ガイドライン 2013』以後に発表された，最新の
頭痛分類（国際頭痛分類 第 3 版 beta 版）に準拠してい
ることである．
第三の特徴である，質問形式であることは，患者へ

の説明場面に大変便利である．特に目次と本文の間に
「パブリッククエスチョン（よくある質問）」を 4ページ
割いて示している．患者とかかりつけ医との間での会
話を彷彿とさせる身近な疑問で，ここから関連する本
文のクリニカルクエスチョンとその回答と解説（ほぼ 1
ページあるいは見開き 2ページ程度）に飛べるようにな
っている．
以前評者は片頭痛患者が医療に何を望むかを調査を
したことがある．すると患者は，痛みの軽減よりも大
切なものとして，頭痛をきちんと診てくれる医師がい
ること，薬の説明をきちんと受けること，痛みの原因
をきちんと説明してくれることを挙げていた．この本
が患者へのコミュニケーションのツールとして活用さ
れればと願う．本書を活用すると，頭痛患者の説明し
てほしいことに対する的確な回答を直ちに示すことが
できる．先進的な患者はそうではないかもしれないが，
一般の患者が自分で読むには少し難しい内容もある．
しかしこの本を仲立ちにして患者・医師の成長や信頼
関係の確立・維持もできるのではないかとも考える．
医療の均てん化の促進も叫ばれている．総合診療医
のあり方も議論されている．「頭痛診療は無関心」でも，
「専門医に任せてばかり」でもいけない社会の要請もあ
る．患者の痛みや生活に対する影響の認識，適切な診
療を進めて行く上で，本書は患者・非専門医双方に役
立つものと確信する．
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